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研究成果の概要（和文）：　本研究では、水生植物が、南半球と北半球や大陸間のような長距離に隔離されて分
布する事例を探索し、それが渡り鳥によって種子が散布されることによって起こったという仮説を検証すること
を目的とした。
　研究の結果、いくつかの水生植物において、種子散布が長距離の隔離分布を起こしていることが明らかになっ
た。しかし、予想通り渡り鳥による可能性が高い場合の他に、風による散布の場合もあることが示唆された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we search the cases where aquatic plants are distributed and 
isolated in long distances such as between the Southern Hemisphere and the Northern Hemisphere or 
the Continent, and to verify the hypothesis that they occurred due to seed dispersal by migratory 
birds. As a result, it became clear that in some aquatic plants, seed dispersals caused their long 
distance isolation distributions. However, it was suggested that besides being highly probable by 
migratory birds as expected, there might be cases of wind dispersal.

研究分野： 植物系統分類学
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１．研究開始当初の背景 

（１）生物の分布は、その起源・進化、その

後の種の維持・分化過程、さらには周辺生物

相および環境との相互作用が強く反映して

現れるため、生物群の実体を理解する上で非

常に重要な要素である。これまで、長距離の

隔離分布の成因としては、主に分断（大陸移

動などによって、分布域が分断される）と移

動（氷期・間氷期の繰りかえしなどの気候変

動と標高差によって移動）が確からしい解釈

とされてきた。しかし、申請者らが行った水

生植物カワツルモ属の分子系統学的研究に

おいて、本属の１種ネジリカワツルモ

（Ruppia megacarpa）が東アジア北部とオセ

アニア南部にそれぞれ分集団を持つことが

明らかになった。カワツルモ属の果実は、渡

り鳥によって散布されると推測されてはい

たが、8000ｋｍにも及ぶ散布が示されたこと

は衝撃的な結果であった。この結果はしかし、

以下の２点から、湿地に生育する水生植物に

おいては決して稀な事象ではない可能性が

推察された：a)ネジリカワツルモの分布域は

渡り鳥の移動ルート（フライウェイ）の１つ

（アジア・オセアニアフライウェイ）によっ

て結ばれている（図１）；b)南北両半球間を

移動する渡り鳥はシギ・チドリ、アジサシ類

に限られ、そのほとんどが湿地性の種類であ

る。そこで、カワツルモ属で発見された長距

離隔離分布の一般性を探るため、複数の水生

植物種の分子系統解析、分岐年代解析および

種内遺伝的構造解析によって、同一種の南北

両半球における隔離分布の存在と成因が明

らかになることが期待できる。 

 

（２）渡り鳥による長距離種子散布が起こる

頻度や実際の散布に関する直接的な証拠は

国内外問わず皆無である。申請者らは、海産

性水生植物（海草）の種子の海流散布の実態

を、遺伝的構造という間接的証拠と、実際に

漂流する葉の遺伝的帰属性解析からの直接

的証拠の両面から明らかにしたが、同様なア

プローチを用いて、渡り鳥による種子散布の

実際の動きを解明できると考えられる。 
 
２．研究の目的 

本研究は、渡り鳥による長距離種子散布によ

る南北両半球での隔離分布が推測される水

生植物について、分子系統解析および分岐年

代解析により、長距離種子散布による南北両

半球での隔離分布の存在と成因について、明

らかにすることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

（１）文献および標本情報等から、隔離分布

が推測される水生植物種を含む属または科

を検討する。候補となる水生植物について、

現地および標本庫等からのＤＮＡ抽出用葉

サンプルを収集する。 

 

（２）収集したサンプルから、ＤＮＡを抽出

し、葉緑体および核ＤＮＡについて、個々の

対象種群に適当な領域を検討し、塩基配列を

決定する。 

 

（３）得られた配列情報を用いて、分子系統

樹を構築し、分岐年代解析、系統地理学的解

析を行う。これらの結果を総合して、長距離

に隔離される分布の成立過程を明らかにし

て、長距離隔離分布の成立に長距離散布が関

与しているか否かを検証する。 

 

（４）複数の事例を検証することにより、水

生植物の長距離隔離分布の成立と渡り鳥に

よる種子散布の関係を明らかにする。 
 
４．研究成果 

 

（１）キタミソウ属（ゴマノハグサ科）は、

両半球の冷温帯に広く分布する。その 1種で

ある Limosella curdieanaは、オーストラリ

アとニュージーランドに固有である。分子系

統と系統地理学的解析の結果、同種は過去の

アフリカ南部からの直接あるいは北半球を

経由した長距離の種子散布に起源する可能

性が高いことが明らかとなった。 

 

（２）ビャッコイ属（カヤツリグサ科）の

Isolepis fluitansは、種内分類群が地中海、

アフリカ中南部、オーストララシアに隔離分

布する。分子系統と系統地理学的解析の結果、

この種群の単系統性は示されなかった。しか

し、この隔離分布を含んだ Fruitantes 亜属

の中で、アフリカからオーストララシアへの

長距離散布の可能性が示された。また日本で

ただ 1 カ所にだけ生育地のあるビャッコイ

I.crassiuscula は、これまでに推察されてい

た通り、オーストララシアから日本への長距



離種子散布によって成立したと考えられた。 

 

（３）旧イトクズモ科（アルテニア属、レピ

ラエナ属、シュードアルテニア属、イトクズ

モ属から構成される単系統群。現在はヒルム

シロ科に含まれる）は、分布パターンが特徴

的である。分子系統と系統地理学的解析の結

果、オーストララシアを分布の中心に持つア

ルテニア属の中で、オーストララシアから地

中海周辺への長距離散布の可能性が示され、

さらに、アルテニア属から、シュードアルテ

ニア属およびイトクズモ属への分化におい

て、オーストララシアからアフリカ南部、さ

らに地中海ユーラシアへの長距離散布の可

能性が示された。 
 

（４）得られた結果を総合的に考察すると、

水生植物において、長距離種子散布により成

立する長距離隔離分布は、稀な事象ではなく、

広く多様な水生植物群において起こりうる

もので、その分布形成、種および属の多様化

において重要な役割を果たしていることが

明らかになった。また、長距離種子散布の方

法は渡り鳥による可能性が高い事例（カワツ

ルモ、ビャッコイ）の他に、ビャッコイ属

Fruitantes 亜属や旧イトクズモ科のように、

南北の移動ではないケースが検出された。こ

れは渡り鳥による可能性の他に、風による長

距離散布も候補要因とすべきと考えられた。 
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